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国語科教育法
一実践的指導力の基礎の育成を志向して一
生野金三（白鴎大学教育学部）
1はじめに
教員に求められている資質能力をめぐっては、審議会において屡提言さ
れている。例えば、平成9年教育職員審議会の答申においては、変化の激
しい時代にあって子供達に「生きる力」を育む観点より「①いつの時代
にも求められる資質能力、②今後特に求められる資質能力、③得意分
野を持つ個性豊かな教員」等の三者が掲げられている。ここでは、教科に
関する専門的知識、広く豊かな教養等を基盤にした教員としての実践的指
導力の育成、そして教員の職務より必然的に求められる生徒指導等のため
の知識、技能及び態度等の能力等を強調している。また、平成17年の中央
教育審議会の答申においては、「新しい時代の義務教育を創造する」とい
う課題のもとに優れた教員の条件について「①教職に対する強い情熱、
②教員の専門家としての確かな力量、③総合的な人間力」等の三者が
掲げられている。ここでは、教職に対する情熱を基盤に教材解釈の力、集団
指導の力、学級づくりの力、学習指導案・授業づくりの力等の授業設計より
授業実施に至る教員としての実践的指導力の育成を強調している。
この両者の実践的指導力では、前述の如く授業設計より授業実施までの
一連の指導法を重要視している故、そこには「学びの精神」が内包されて
いるといえよう。これらのことは、国民の学校教育に対する期待の面から
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見ても極めて重要なことであり、それ故にそれを尊重し確実に身に付ける
ようにしていくことが重要視されることは論を侯たない。ここで言う実践
的指導力を有した教師は、いつの時代においても求められる資質能力であ
り、それは言わば不易のものである。不易と流行という言葉が存在する
が、これは常に新しさを求めて変化をしていく流行性こそ不易の本質ある
という考えである。斯様なことを念頭において我々は実践的指導力を有し
た教員を育成していくことが重要であろう。
これらのことを踏襲して、平成18年には中央教育審議会が「今後の教員
養成・免許制度の在り方について」といった課題のもとに教員養成の具体
的方策について答申を発表した。それは、「教員としての必要な資質能力
の最終的な形成と確認」という項において、
教員として最小限必要な資質能力の全体について、確実に身に付けさ
せるとともに、その資質能力の全体を明示的に確認するため、教職課
程の中に、新たな必修科目（「教職実践演習（仮称）」）を設定するこ
とが璋当である。（1）
としている内容である。その教職実践演習（仮称）をめぐっては、
教員として求められる4つの事項（①使命感や責任感、教育的愛情等
に関する事項②社会性や対人関係能力に関する事項③幼児児童生
徒理解や学級経営等に関する事項④教科・保育内容等の指導力に関
する事項）を含めることが適当である。（2）
としている。この教職実践演習（仮称）の新設科目は、課程認定の大学に
おいて学生が身に付けた資質能力が、教員として最小限必要な資質能力と
して有機的に統合され、形成されたか否かについて確認（教師像や到達目
標等に鑑みて）するためのものである。
教職実践演習（仮称）において、教員として必要な資質能力の育成に当
たっての授業方法をめぐって、答申は、
役割演技（ロールプレーイング）やグループ討論、事例研究、現地調
査（フィールドワーク）、模擬授業等を取り入れることが適当である。（3）
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としている。ここでは、教職実践演習（仮称）において模擬授業を導入す
るとしているが、これは教材研究、学習指導案・板書計画・発問計画・作
業のプリント・教材等の作成等の授業設計より授業実施にいたる一連のこ
とを受講者である学生に体験せしめることによって教員としての実践的指
導力の基盤の育成を志向しているに他ならない。
上記のことを簡約すると、それは課程認定大学においては、学問の内容
論や方法論を基盤に将来実践の場で柔軟に活用できる実践的指導力の基礎
を構築するような授業内容や授業方法を適切に工夫する必要があるという
ことである。
斯様なことを踏まえ、本研究では教員に求められている資質能力の育成
（就中実践的指導力の基礎の育成）を志向し、教職に関する科目である
「国語科教育法」において模擬授業を試み、そこで受講者である学生の教
師としての力量（授業設計力や授業実践力等）がいかに形成されたか否か
を探ることを目的とする。
11国語科における模擬授業
1模擬授業の基本的な考え方
教職課程において模擬授業を導入することは、前述のごとく教育職員養
成審議会の答申、そして中央教育審議会の答申等のいずれにおいても重要
視されている。その形態や展開の方途は多岐に亘っている。本研究では、
受講者である学生を児童に見立てて授業を行うことにした。学生は、授業
設計の過程において単元の研究、教材の研究、指導の研究等の基本理念を
学び、その上に立って学習指導要領案作りを行い、そして学習者の実態把
握の必要性を学んでいる。従って、実際の学習指導の場では、その立場を
認識しながら指導に臨むことになる。そして、指導者となる学生（授業
者）は教材研究の段階における教材の解釈等が学習者に受け入れられたか
否かを確認することができるのである。斯様なことが教員に求められる資
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質能力の育成、すなわち実践的指導力の基礎の育成に繋がっていくものと
考える。
「国語科」におけるは模擬授業の実施に向けては、個々人で模擬授を行
うまでの間に学習指導案、作業のプリント、板書計画、発問計画、教材等
を作成し、それについて検討する機会（教室において授業者に学習指導案
に従って学習指導の展開の様相を板書事項を掲げさせながら説明を加えさ
せ、それを基に検討一生野が指導）を設けた。その後検討会での指摘を基
に、授業者には再度学習指導案を修正し、それに従って模擬授業を行うた
めの諸準備を行うように指示した。授業者である学生は、これまで教科に
関する「国語概説」の授業、教職に関する「特別活動の研究」の授業等に
おいて模擬授業を体験してきている。言うまでもないことであるが、今回
の模擬授業に当たっては授業者である学生はこれらのことを踏まえて授業
を設計し、そして実践を試みたのである。
2国語科における授業設計力と実践力
国語科における授業設計力や実践力を考察するに当たっては、まず国語
科における教育的意義に触れておく。国語科は、言語の教育としての立場
を一層重要視する観点より国語による表現力と理解力とを育成することが
中核に据えられている。ここで言う国語による表現力とは、「適切に表現
する能力」のことであり、一方国語による理解力とは、「正確に理解する
能力」のことである。この両者は交互に表裏一体的な関係として存在し、
連続的且つ同時的に機能するものである。そのことは、時枝誠記の「言語
過程説に於いては、理解は表現と同時に言語の本質に属することである。」（4）
という提言に鑑みるとき、当然のことといえよう。
斯様なことより国語科において表現力と理解力との両者の育成を志向す
る際には、時枝誠記の指摘する言語過程説を根幹に据えてそのあり様を
探っていくことが重要であろう。このような把握の観点より「国語科教育
法」においては、授業に関して受講者である学生の豊かな理解を促し、そ
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して授業者としての実践的指導力の基礎の育成を志向して、授業をめぐっ
ての授業設計力と実践力について触れた。
①授業を行う授業者（指導者）の立場
これは、授業設計（単元の研究、教材の研究、指導の研究）から授業の
実施まで自ら授業者として体験を経ることによって授業の見方や考え方を
構築しようとする立場である。授業設計に当たっては、まず学習指導（本
時案）の「目標」「準備」「実践」等の内容について解説を行い、次いで発
言や発問の計画を検討しておくこと、板書計画を作成しておくこと、作業
のプリントを作成しておくこと、教材を作成しておくこと等について触れ
た。斯様なことによって受講生である学生は、実際の授業を行う際には、
指導の研究を綿密にしておくことの必要性に気付くであろう。（今回は指
導の研究についての内容は割愛する。）
皿国語科における実践
1模擬授業を導入した実践
以下に、受講生である学生が模擬授業を行うに当たって、如何なる準備
（授業設計をめぐって）を行ってきたかその様相の一端を掲げる。そして
それに考察を加える。
〈模擬授業を行うに当たっての準備状況〉
【授業者丁の準備状況】
●学習指導案（本時案）
（第4学年国語科学習指導案指導者丁）
①本時の目標ゆみ子に対する父親のやるせない気持ちを、叙述を基に
想像しながら読み取ることができる。
②準備 模造紙、ワークシート、短冊
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実際
??
??
??
主な学習活動
1前時の学習を振り返る。
（1の場面について）
（1〉当時の生活で食べられなかったものと
食べていたもの、町の様子
→戦争が激しい様子
（2）「一つだけちょうだい。」と欲しがるゆ
み子と「一つだけよ。」と言って分けてあ
げる母親の気持ち。
2本時の学習のめあてを確認する。
お父さんはどんな気持ちでゆ
み子を高い高いしたのだろう。
3本時の学習内容を読む。
（P6L4～P7L2）
（1）範読を聞く。
（2）音読をする。
4ゆみ子を思う両親の気持ちが分かる部分
にサイドラインを引く。
5サイドラインを引いた部分を基に両親の
気持ちを発表する。
＜お母さん＞
・なんてかわいそうな子。
・一つだけと言えば、なんでももらえる。
＜お父さん＞
両手を出すことを知らずに。
号｛・一つだけの喜び。・一つももらえないかもしれない。（大きくなってどんな子に育つだろう。）
深いため息
??
5
32
教師の支援
◇前時で用いた短冊を黒板に貼り、
学習内容を振り返らせる。
◇本時の学習のめあてを確認するこ
とによって学習の内容を明確にさせ
る。
◇学習のめあてを念頭において範読
を聞かせる。
◇両親の気持ちを想像しながら音読
させる。
◇母親と父親の気持ちが分かる部分
にサイドラインを引かせる。
◇サイドラインを引いた部分につい
て発表させ、板書によってまとめる。
＜お母さん＞
なんでも→食べ物について、「一
つだけ。」と言えばなんでももらえ
ることに気付かせる。
＜お父さん＞
・一つだけの喜び
・一つだってもらえないかもしれな
い
→「大きくなって、どんな子に育つ
だろう。」とゆみ子の将来を嘆く父
親の気持ちが深いため息に表れてい
ることに気付かせる。
42
??
6父親がゆみ子を高い高いするときの様子
を捉える。
（1）どのように高い高いをしていたか。
→めちゃくちゃに。
（2）父親が高い高いをする時の表情。
→やりきれない顔
7父親がゆみ子を高い高いするときの気持
ちを考える。
（1）ワークシートに書き込む。
（6の活動を手がかりとする。）
（2）ワークシートに書いたことを発表し合
う。
・ゆみ子が心配だなあ。
・将来を考えると悲しいな。
してあげられることはこれくらいしかな
い。
・ゆみ子に笑ってほしい。
8学習のまとめをする。
・高い高いをするときの父親の気持ちにつ
いてまとめる。
9次時の学習内容を確認する。
8
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◇7の学習活動に繋げるために、高
い高いをする父親の様子を叙述や挿
絵から捉えさせる。
◇高い高いしかして上げることので
きない父親のやりきれない気持ちに
気付かせる。（母親は食べ物をあげ
られる。）
◇6で捉えた父親の様子や「そんな
とき」、「決まって」の言葉に着目さ
せながら、父親のゆみ子に対する思
いを想像させる。（高い高いをする
父親になりきって考えさせる。）
◇ワークシートに書いたのを発表さ
せる。それを基に父親の気持ちに気
付かせる。
・ゆみ子の将来が心配。
ゆみ子の将来を考えると悲し
い。
これくらいしかしてあげられな
い。
・ゆみ子に笑ってほしい。
◇板書したことを基に本時の学習を
振り返らせる。
◇本時の学習内容を踏まえ、次時の
学習内容について関心を持たせる。
●「書く活動」を導入した場面
（1）位置付け
今回は、本時の目標を「ゆみ子に対する父親のやるせない気持ちを、叙
述を基に想像しながら読み取ることができる。」とし、そして学習者に提
示するめあては「お父さんはどんな気持ちでゆみ子を高い高いしたのだ
ろう。」として学習を展開した。特に書く活動を導入した場面では、ゆみ
子を思う両親の気持ちにサイドラインを引かせ、その部分を基に両親の気
持ちを捉えさせること、人形を用いたロールプレイによって父親がゆみ子
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を高い高いするときの様子を捉えさせること等を行った。こうしたゆみ子
たち家族の生活状況等を十分に踏まえると共に、両親の思いを思考させた
上で父親がゆみ子を高い高いするときの気持ちを想像させる（「吹き出し
法」を導入して）ように留意した。
（2）「書く活動」の特質と効用（瀬川1978）
【吹き出し法】
特質一さし絵などに吹き出しを作り、登場人物のことばを書き込ませる。
効用一（1）自分が登場人物になりきって、または情景にどっぷりとつかっ
て読み進めていく力をつける。
（2）登場人物に心情的に接近していきながら、さえた目で外側から
ながめる読みの力をつける。
（3）書くことによって一人一人の読み取りの確かさや豊かさを評
価、診断、修正することができる。
〈授業者丁の模擬授業の準備状況に対する生野の考察〉
●学習指導案について
「本時の目標」についてここでは、「関心・意欲・態度」「思考・判
断」「技能・表現」「知識・理解」等の四者の観点を踏まえて、学習者に習
得させる内容を具体的に記すことが重要である。ここに掲げた学習指導案
では、理解（教材の内容価値）や技能（学習指導要領に掲げてある指導事
項）等の観点より目標を述べている。
「準備」について本時の目標を達成するために必要な教材を具体的
に掲げている。
「実際」について表の形式で本時の学習の全体像を述べている。
「過程」は、「過程→展開→終末」と最も基本的な流れを述べている。「時
問」は、活動の節目に入れている。「主な学習活動」の部分では、目標に
迫るための順序を過程に沿って、学習の活動を述べている。そして、学習
の方法（「サイドライン」を引くや「ワークシート」に書き込む。）や形態
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も述べている。
「導入」の段階では、。「前時の学習を振り返る。」と「本時の学習のめあ
てを確認する。」との観点より述べている。各教科における学習活動は、
導入の段階においては既習内容との関わりで本時の学習の目当てを設定し
ていくのが一般的である。斯様なことに鑑み、授業者の組織した導入の場
面に目を転じてみると、そこでは前述の如く既習内容との関わりで本時の
学習の目当てを設定している。これは、精読の段階における学習場面（2
の場面の読み）である故、概ね望ましい指導であるといえよう。そこで
は、本時の目標を達成するための中核なる内容を課題の形で提示してい
る。それは、本時の目標を達成するための中核となる内容である。
この「導入」の段階における学習場面を動機付けという観点より見てみ
る。ここでは、主体の内側に想定する動機の発現に重みを置いていること
にその特色が認められる。従って、これは内的動機付けと称することがで
きよう。内的動機付けは、環境内の事物やそれについての観念の有意味な
関係を知ろうとすることから生じたり、知的好奇心から生じたりする動機
付けである。（5）斯様な把握の観点より授業者丁の導入を見てみると、ここ
では既存の知的経験を基盤に新たな疑問の提示によって知的好奇心を喚起
し、学習者の探究行動を誘っていこうとする立場である。このような内的
動機付けは、多岐に亘る論点を有するものの、教育的に見れば最も重要な
方法と考えられよう。そうした意味からも内的動機付けは大事にされなけ
ればならない。
次いで、「展開」の段階の様相を見てみる。授業者丁が掲げている活動
は課題解決型の過程を取っている。その様相を見てみる。授業者は、まず
学習活動3と4の場面において学習する部分を目当てに従って個々で読み
取る段階（特に書く活動である「サイドライン法」を導入して）、次いで
学習活動の5の場面において読み取ったことを共有し、深化する段階（本
時の学習の前半部分を）、更に学習活動6と7の場面において、本時の学
習の後半部を読み（特に書く活動である「吹き出し法」を導入して）、そ
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れを共有して深化する段階等と目当てを解決するための具体的な活動を述
べている。ここで着目すべきは、学習活動において書く活動である「サイ
ドライン法」と「吹き出し法」等を導入し、学習者の読みの実態を捉えた
上で読みを深める学習を組識していることである。この背景には、国語科
の指導においては人物の心情を叙述と関連付けて個々の読みを確かなもの
として高めていこうとする考えが存在している。この展開の段階における
学習の流れを見ると、次の二者について工夫を要する。まずは、学習活動
の3と4の場面を一括して展開を組織することが重要である。それは、学
習活動3と4は、学習活動5の基盤となる場面であり、学習活動5で学習
者が「両親の気持ち」をよりよく想像し、そして共有することができるた
めには、予めそれに結び付く活動を一連のものとして捉え、その上で学習
者に目的的に読ませ、と同時に叙述を意識付ける書く活動を行わせた方が
望ましいと思われる。今一つは、学習活動6と7の場面において父親の状
況を学習者に確りと認識させるような学習活動や教師の支援を行った方が
良かったように思う。この場面では、深い溜め息と同時に、ゆみ子に対す
る父親の心配が次第に深まり、そんな父親のやりきれない気持ちがめちゃ
くちゃに高い高いする行為に表れている。斯様に考えるとき、まずは父親
の状況を顕にしている「深いため息をついて」という言葉を取り上げ確認
する場面を組織する必要があったように思う。そうすることで学習者は
「高い高いする」父親の気持ちを叙述に即して想像することができたであ
ろう。
この「展開」の段階における学習場面を動機付けの観点より見てみる。
ここでは、学習者の学習のための活動のさせ方の面と、それに対する教師
に働き掛けのあり方の面とから考えることができよう。これは学習者に対
する教師の動機付けの指導法の問題として焦点化されよう。斯様な把握の
観点より授業者丁の展開を見てみると、その顕著なものとして「サイド
ライン法」「吹き出し法」等を指摘できよう。授業者丁は、確かな読みの
学習の成立を志向して二者の書く活動を組織し、そしてその方途を学習者
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に知らしめている。学習指導において大切なことは、学習者が学習活動に
意欲を示すように教師が対応していくことである。ここに指導法における
動機付けの意義が存在するのである。
「終末」の段階では、「学習のまとめをする。」「次時の学習内容を確認
する。」という観点より述べている。それは学習内容を板書事項によって
まとめ、そして本時の学習内容との関わりで確認するというところにそれ
ぞれ特色が認められる。
「主な学習活動」を支援する「教師の支援」の部分では、学習活動につ
いて指導上、特に注意する点や思考活動を誘発するための留意点を述べて
いる。加えて、準備した教材の利用についての留意点も述べている。ま
ず、前者の留意点の具体例を見てみる。学習活動の1の場面において前時
の学習内容を振り返るために、予め用意した短冊（前時に学習した内容の
要点を記したもの）を手掛かりとさせている。これは、前時の学習内容を
効率的に且つ短時間で振り返る観点より見ても望ましいことである。ま
た、学習活動4と7の場面においてサイドラインを引かせたり、ワーク
シートに書き込ませたり（父親になりきって）と準備した教材の利用の方
途について触れている。一このように学習の仕方を確りと身に付けようする
姿勢は自ら学ぶ学習者を育成する観点か見ても極めて重要なことである。
加えて、前述した「サイドライン法」の書く活動においては、学習者がど
の叙述に向き合うかについての方途に触れている。国語科の読みにおいて
は叙述（言葉）への気付きを大切にし、文脈における言葉の意味の読み取
りを重要視していることを念頭におく時、斯様なことも極めて重要である。
●「『書く活動』を導入した場面」について
ここでは、まず学習活動の如何なる場面で「書く活動」を位置付けたか
について触れ、次いで書く活動である「吹き出し法」の特質と効用につい
て触れている。前者においては、読みを深めるために書く活動である「吹
き出し法」を導入するまでの過程について触れている。具現すれば、学習
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者に目当てを意識させ1そしてそれに従って学習を展開し、その過程にお
いて書く活動である「サイドライン法」を導入し、加えてロールプレーイ
ングという動作化を用い、最後に書く活動である「吹き出し法」を導入す
るという流れである。この一連の活動にも叙述（言葉）への気付きを大切
した読みの展開を志向していることの一端を垣間見ることができる。一
方、後者においては前述の如く「吹き出し法」の特質と効用について触れ
ている。特にここでは、「吹き出し法」の効用について触れることにする。
効用をめぐっては、学習者の視点と指導者の視点よりそれぞれ掲げてい
る。学習者は「吹き出し法」によって内の目や外の目で読みを行うことが
できるとし、一方指導者は学習者の読みを基盤に指導の方途を探ることが
できるとしている。斯様に導入する作業（吹き出し法）の意義を明確にし
た上で指導に臨むことは学習者の確かな言葉の力（言語能力）を育む観点
より見ても重要なことである。
2実践の展開の様相
前述の如くこの実践は、読む活動に書く活動を（吹き出し法）を導入し
て読みの深化を図ることが中核となっている。斯様なことに鑑み、以下に
おいてはその部分を中心に述べることにする。
〈模擬授業の授業記録とその分析・考察＞〈授業者丁の〉
【授業者丁の授業記録〈発問と学習者の反応〉】
「吹き出し法」を導入する際の発問の流れは以下の通りである。
T2では、ため息をついたときのお父さんの気持ちや、めちゃく
ちゃに高い高いをするときのお父さんの様子を振り返りながら、
ワークシートの吹き出しににゆみ子を高い高いするお父さんの気
持ちを想像して書いてみましょう。
T3ゆみ子を高い高いしているお父さんになりきって書いてみま
しょう。
この発問に対する学習者の反応は、以下の通りである。
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国語科教育法【学習者の反応】C1高い高いぐらいし1かしてやれなくてごめんな。C2高い高いぐらいしか
いっぱいしてやれなくてごめんね。C3高い高いぐらい一つだけじゃなくて、
たくさんしてやろう。C4高い高いしている今だけでも喜びを感じて欲しい。
C5どうにもしてあげられないことが悔しい。せめて高い高いをしてあげよ
う。C6たくさん食べられる喜びも知らないで成長するなんてかわいそうだ。
せめて高い高いをして喜ばせてあげたい。C7せめて高い高いで辛い気持ちが
少なくなれば……。C8お前にはこれくらいのことしかしてやれない……ごめ
んな。C9こんなことしかしてあげられないけど許しておくれ。C10ゆみ
子にてあげられるのは、これぐらいだ。C11今、ゆみ子にしてあげられること
は、こんなことしかない……。C12今、お父さんにできることはこんなことく
らいしかなくて悲しいな。C13食べ物をたくさん食べさせてあげたり、喜びを
与えたりしたいが何もしてあげられない。せめて、自分がしてあげられることをし
てあげたい。C14かわいそうな思いをこの子にはさせているなあ。せめて今だ
けは、この子に笑顔でいてほしいなあ。〈中略〉C33元気で大きく育って欲し
いなあ。C34この子にしっかり育って欲しい。C35元気に育って欲しい。
C36大きく、大きく育ってくれよ。C37元気な子に育ってね。C38もっ
ともっと成長するんだよ。C39無事に大きく育って欲しいなあ。C40喜び
を忘れず元気に育って欲しいな。C41この先、苦労することがたくさんあると
思うけど、たくましく立派に成長していって欲しい。C42元気で幸せに育って
欲しい。C43幸せな生活を送れる大人になって欲しい。C44今はこんな時
代だけど、ゆみ子には幸せになって欲しいなあ。C45こんな状況だから十分に
喜ばせることはできないけど．ゆみ子には幸せになって欲しい。C46将来、幸
せになっておくれ。C47ゆみ子には幸せになってもらいたい。C48いっぱ
いいっぱい幸せになれ！！C49将来、一つの喜びだけではなく多くの喜びを味
わえる人になって欲しい。C50大きくなったら一つだけの喜びではなくたくさ
んの喜びをもらえるように育って欲しい。C51今は一つも喜びをもらえないか
もしれないけど、大きくなったら喜びいっぱいの幸せな大人になってね。C52
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将来、多くの喜びや幸せを手に入れられるような子に育って欲しいなあ。C53
一つだけの喜びももらえるか分からないけど、大きくなったら山ほどもらえるよう
であって欲しいC54喜びがいっぱいもらえる子になって欲しいな。〈以下略〉
以上の反応を大きく分けてC1からC14までの灘難鰯霧、C15からC26
までの灘難溝i懸、C27からC30までの難難辮麟、C31とC32の購辮辮難i、
C33からC54までの鰯繍萎雛、C55からC61までの灘鍵難の六者に分類
し、それぞれ考察してみる。
（Aタイプー高い高いしかしてあげることができないというやりきれない
父親の気持ち）読み取り◎
Aタイプは、叙述に即して父親の気持ちを読み取っている学習者と、そ
れを基に抽象的な表現を用いて父親の気持ちを読み取っている学習者とに
分けることができる。以下、その様相について説明を加える。
C1高い高いぐらいしかしてやれなくてごめんな。C2高い高いぐらい
しかいっぱいしてやれなくてごめんね。C3高い高いぐらい一つだけじゃなく
て、たくさんしてやろう。C4高い高いしている今だけでも喜びを感じて欲し
い。C5どうにもしてあげられないことが悔しい。せめて高い高いをしてあげ
よう。C6たくさん食べられる喜びも知らないで成長するなんてかわいそう
だ。せめて高い高いをして喜ばせてあげたいC7せめて高い高いで辛い気持ち
が少なくなれば……。C8お前にはこれくらいのことしかしてやれない……ご
めんな。C9こんなことしかしてあげられないけど許しておくれ。C10ゆ
み子にてあげられるのは、これぐらいだ。C11今、ゆみ子にしてあげられるこ
とは、こんなことしかない……。C12今、お父さんにできることはこんなこと
くらいしかなくて悲しいな。C13食べ物をたくさん食べさせてあげたり、喜び
を与えたりしたいが何もしてあげられない。せめて、自分がしてあげられることを
してあげたい。C14かわいそうな思いをこの子にはさせているなあ。せめて今
だけは、この子に笑顔でいてほしいなあ。
このタイプの学習者はP6L4「なんてかわいそうな子でしょうね。一
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つだけちょうだいと言えば、なんだってもらえると思っているのね。」
という母親の言葉とP6L7の深いため息をついて言った父親の「この子
は、一生、……いったい、大きくなって、どんな子に育つだろう。」とい
う言葉とに込められたゆみ子に対するやるせない気持ちを読み取った上で
前述したような父親の気持ちを想像したのだろう。ここでは、サイドライ
ンを引いて叙述を確認し、そして両親の思いを捉えた上で、父親の気持ち
を想像していることが考えられる。Aタイプの様相を見てみると、そこで
は教科書の表現に即して気持ちを書いている学習者と、やや抽象的な表現
を用いて気持ちを書いている二者に分けることができる。まず、前者の叙
述に即して気持ちを書いている学習者について考えてみる。この学習者は
前時までに学習している当時の生活における食べ物や町の様子、「一つだ
けちょうだい。」と欲しがるゆみ子と「一つだけよ。」と言って分けてあげ
る母親の気持ち等についても念頭において父親の気持ちを想像している。
それは、学習者が「高い高いぐらい」、「せめて高い高いを」という重要語
句を吹き出しに記入していることから分かる。つまり、ここでは叙述に即
して父親の気持ちを表現していることが分かる。そして、何もしてあげら
れないけれど、せめて高い高いくらいはめいいっぱいしてあげたいという
父親のゆみ子に対する愛情を読み取ることができていると考えられる。次
に、後者の学習者について考えてみる。この学習者は、高い高いという言
葉を用いずに、「これくらいのこと」、「こんなこと」として抽象的な表現
を用いて父親の気持ちを想像している。これらの学習者も当時の生活の様
子や両親のゆみ子に対する思いを捉えた上で、父親になりきって気持ちを
想像することができていると考えられる。両者の表現は異なるが、どちら
も父親として今、してあげられることは高い高いくらいしかないという父
親のやるせない気持ちを想像した上で、このような気持ちを読み取ること
ができていると考えられる。
（Bタイプーゆみ子がどんな子に育つのだろうという将来に対する不安な
気持ち）（割愛）読み取り○
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（Cタイプー何もしてあげられないことに対するやりきれない気持ち）
（割愛）読み取り○
（Dタイプーゆみ子への愛をできるだけたくさん伝えたいという気持ち）
（割愛）読み取り△
（Eタイプー大きく元気に育ち、幸せな大人になってほしいと願う父親の
気持ち）読み取り△
C33元気で大きく育って欲しいなあ。C34この子にしっかり育って欲し
い。C35元気に育って欲しい。C36大きく、大きく育ってくれよ。C37
元気な子に育ってね。C38もっともっと成長するんだよ。C39無事に大
きく育って欲しいなあ。C40喜びを忘れず元気に育って欲しいな。C41こ
の先、苦労することがたくさんあると思うけど、たくましく立派に成長していって
欲しい。C42元気で幸せに育って欲しい。C43幸せな生活を送れる大人に
なって欲しい。C44今はこんな時代だけど、ゆみ子には幸せになって欲しいな
あ。C45こんな状況だから十分に喜ばせることはできないけど、ゆみ子には幸
せになって欲しい。C46将来、幸せになっておくれ。C47ゆみ子には幸せ
になってもらいたい。C48いっぱいいっぱい幸せになれ！！C49将来、一つ
の喜びだけではなく多くの喜びを味わえる人になって欲しい。C50大きくなっ
たら一つだけの喜びではなくたくさんの喜びをもらえるように育って欲しい。C
51今は一つも喜びをもらえないかもしれないけど、大きくなったら喜びいっぱい
の幸せな大人になってね。C52将来、多くの喜びや幸せを手に入れられるよう
な子に育って欲しいなあ。C53一つだけの喜びももらえるか分からないけど、
大きくなったら山ほどもらえるようであって欲しい。C54喜びがいっぱいもら
える子になって欲しいな。
このタイプの学習者は、P6L8とL9「この子は、一生、みんなちょう
だい、山ほどちょうだいと言って、両手を出すことを知らずにすごすかも
しれないね。」という叙述から、ゆみ子の現状を踏まえた上で前述したよ
うな将来の幸せを願う気持ちを記していることが分かる。それは学習者の
「元気に育って欲しい。」、「幸せになって欲しい。」、「喜びを味わえる人に
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なって欲しい。」という表現より理解することができる。ここで注目した
いことは、不安を抱きつつもゆみ子のこれから幸せを願う父親の思いを具
体的に表現している点である。このことからこのタイプの学習者は、ゆみ
子の将来を不安に思う父親の気持ちを捉えた上で高い高いをするときの父
親の気持ちを記していることが考えられる。こうした気持ちがC40の「元
気に育って欲しいな。」、C46の「将来、幸せになっておくれ。」、C54の
「喜びがいっぱいもらえる子になって欲しいな。」等の言葉によって表現
されているのだろう。つまり、ここでは将来に不安を抱きながらもゆみ子
の幸せを願う父親の気持ちを記していることが理解できるのである。父親
が高い高いをするのは、ゆみ子の将来を不安に思うときである。このとき
の父親の気持ちは、ゆみ子の行く末を案じながらも今はこれだけしかして
あげられないというやるせない気持ちであると考えられよう。何もしてあ
げられないという自分の無力さを嘆いているのである。このように考察す
るとき、このタイプの学習者に対する指導法を見直す必要があると感じる。
改善点としては、やはり父親がゆみ子をめちゃくちゃに高い高いすると
きはどのようなときであり、その際父親はどのような様子であるのかとい
うことを確りと捉えさせることが挙げられる。そのためには6の活動にお
ける、人形を用いたロールプレイや紙をめちゃくちゃに丸めるときの「め
ちゃくちゃに」という表現とこの場面で用いられている「めちゃくちゃ
に」という表現との違いについてもう少し丁寧に扱い、理解させる必要が
あると考えられる。
（Fタイプー食べ物をあげられないことに対してすまないと思う父親の気
持ち）（割愛）読み取り×
〈授業者丁の模擬授業の授業記録とその分析・考察に対する生野の考察〉
●上記は、授業者（T）の授業記録をめぐっての分析・考察の例である
が、以下にそれについて多少考察を加える。
まず、Aタイプの学習者の分析・考察について見てみる。授業者丁はA
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タイプの学習者の反応をめぐって、「読み取り◎」と称している。斯様な
ことからも分かるようにAタイプの学習者は叙述に即して父親の気持ちを
読み取ることができているといえよう。その起因として授業者丁は、学習
者が既習の内容を踏まえて重要語句である「高い高いぐらい」等の語句を
掲げているとしている。斯様に授業者が学習者の読みの実態を詳細に分析
し、考察することによって、授業者は自分の教材解釈が学習者に受け入れ
られたか否か確認することができる。そして、こうしたことが今後の授業
の改善の際に一石を投じてくれよう。
そのことは、Eタイプの学習者の分析・考察例に目を転じてみると想像
に難くない。授業者丁はEタイプの学習者の反応をめぐって「読み取り
△」と称している。ここでは、学習者が叙述に即し、読みを深化するに至っ
ていない故、当然指導の改善を余儀なくされるのである。斯様なことを念
頭に置いて、授業者丁のEタイプの学習者の反応についての分析・考察に
目を転じてみると、そのことは容易に把握できるのである。授業者丁は、
父親の状況を確り捉えさせ（叙述に即して）、その上で動作化によって重
要語句に着目させるという指導法の改善を指摘する。これは、正に父親の
状況認識のもとに読みの学習を組織していこうということに他ならない。
ここに模擬授業において授業記録を取り、それを分析・考察していくこ
との意義が存在するのである。
IV授業設計力及び授業実践力の基礎の育成をめぐって
一まとめにかえて一
模擬授業の実践を試みて、授業者の授業設計力及び授業実践力の基礎が
如何に育成されたのか、その様相を見てみる。まず、授業者丁の実践を試
みての感想を見てみる。（授業者丁のレポートより抜粋）
【〈略〉Dタイプの学習者のように読みが不十分であったことを念頭に
置くとき、「吹き出し法」を用いる際には、様々な手立てを講じる必要が
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あったと考えられる。学習者を登場人物の視点に立たせることができるよ
う、その場面の状況を確りと捉えさせる発問の工夫、自分を登場人物に重
ね合わせさせるための教具（ここでは画用紙で作成した父親、母親、ゆみ
子の顔）等の用い方を工夫することが必要であると感じた。〈中略〉学習
者がよりよく読みを深めるためには、a教材分析を始め、b発問計画、c
板書計画、dワークシート等を綿密な計画のもとに作成し、児童の実態に
合わせ柔軟に対応することが必要になるのである。
そこで考えられるのが、実践的指導力である。今回の模擬授業の実践を
通して、改めて実践的指導力の重要性を感じた。その実践的指導力は授業
設計力と授業実践力の二者に大別することができる。まず、前者の授業設
計力について考えてみる。その内容を以下に掲げる。授業設計力とは、先
述したaの教材分析を深める力、b、c、d等を作成する力のことであり、
それは学習者にとっては良い授業を提供するための準備をする力のことで
ある。国語科においては特！こ、aの教材分析を行う力が重要である。授業
者は、取り扱う教材や場面から学習者に何を学ばせたいのか、何に気付か
せたいのか、手がかりとなるキーワードや言葉を授業者自身が確りと捉え
ておくことが重要になるのである。このような教材分析を行った上で、板
書計画（学習内容を構造化し、学びの過程が分かるようにする。）や発問
計画（めあてを達成するために学習の流れに沿って適切な言葉で問いかけ
る。）、ワークシート（読みを深めるために、学習者の個々の読みの実態を
把握し、学習の流れを組み立てる。）等の準備が可能となる。次いで、後
者の授業実践力について考えてみる。授業実践力とは先述したように計画
した授業を、実際に展開していく力のことである。実践を通して予め作成
した発問計画や板書計画、ワークシート等をもとに目の前にいる学習者の
実態に合わせてその都度臨機応変に対応する力が必要になると感じた。】
抜粋した授業者丁の実践を試みた感想を見ると、授業者丁は授業設計力
及び授業実践力に関する内容いくつか指摘している。前者の授業設計力を
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めぐっては、教材を分析する力、そして発問計画、板書計画、ワークシー
ト等を綿密に計画する力等について触れている。授業者丁が指摘している
これらのことは良い授業を提供するための準備に他ならない。一方、後者
の授業実践力をめぐっては、学者者の実態に応じて柔軟に発問を工夫する
力、学習者の読みを深めるために手立てを講じる力、作成した教材等を工
夫して有効に提示する力等について触れている。斯様に授業者丁は授業設
計力及び授業実践力等の一端を指摘し、そしてそのような力量を教師は身
に付けておく必要があるとする。ここに「国語科教育法」に模擬授業を導
入することの意義が存在するのである。
注
（1）中央教育審議会「今後の教員養成・免許制度の在り方について」（2006年7
月）（2）同上書
（3）同上書
（4）時枝誠記『国語学原論』岩波書店pp．120－121
（5）東洋他編『授業改革事典3授業の実践』第一法規p．35
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